※　冬はどういう格好をする?
気温別に着こなしが変わってきます。快晴の日は、朝方がとても冷え込んでいる日なのですが、日中はとても暖かくなります。もちろん暖かいといっても北海道人の暖かいであって、0度近くのプラスの気温のことを言います。そういうときは道路の雪もとけてびちょびちょになりますので、車の水はねに注意すること、靴は雨の日にはくようなもの。服装は簡単でいいですし(コートじゃなくてもジャンパーでも)、ときにはマフラーが要らないこともあります（とはいってもこれは道民のはなしであって、道外からおいでになるのであればふつうに厚着が必要です）。　マイナスのときは、とにかく厚着をしていきます。雪が降っているときは必ず寒いというわけではなく、雪が降っている日でも暖かめのときがあります。また、冬は日の入りが早いですから、暖かい日であっても3時4時でもはや寒くなってきます。夜を歩く人はマイナス15度～20度を想定して上着を用意します。もちろん夜にも暖かい日と寒い日があります。暖かいといってもプラスの気温は絶対にないと思ったほうが無難です。冬靴をぜひっ！　冬靴を買いましょう。冬靴と夏靴、滑り方が著しく違います。夏靴では、普通の歩道でも滑って転びます。冬靴だとそのような歩道ではめったに転びません。夏靴を履くということは、滑って転びたいということを暴露しているようなものです。毎年必ず滑って転んで大怪我をする方がいます。骨折何ていうことだってあります。雪道をばかにできません。
